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I. 概要 

１．見積明細自動バックアップ 
  

[見積入力(明細)]で入力しているデータに対して自動的にバックアップ処理を行います。 

また、バックアップ処理で作成したバックアップファイルを元に、明細データを復旧できます。 

バックアップのタイミングは[環境設定(バックアップ)]の設定に準拠した一定時間ごとの自動実行のほか、 

参照・複写等の機能を使用したときも実行します。 
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「見積明細自動バックアップ」を使用するためには、どっと原価シリーズの 

バージョンが Ver3.00.000 以降である必要があります。 

 
 

  

通常業務 

明細バックアップ 

トラブル発生時 

明細復旧 

＜「見積明細自動バックアップ」の使用上の必須条件＞ 

 

 



どっと原価シリーズ 

2 

II. 操作方法 

１．環境設定 バックアップ 

1) [環境設定(バックアップ)]について 

 
明細自動バックアップを行うかどうか、明細自動バックアップの実行間隔を設定します。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

＜① 「明細バックアップ」について＞ 
[見積入力]や[予算入力]で明細を入力時、自動的に明細バックアップを行うかどうかを設定します。 
「バックアップを実施しない」「バックアップを実施する」のどちらかを選択します。 

 
 
＜② 「実行間隔」について＞ 

見積明細の自動バックアップを何分置きに実行するかを設定します。 
分単位で「5」「10」「15」「30」「60」から選択します。 

 
 

  

ナビメニュー：［導入］－［環境設定］ 

＜注意点＞ 

① 複数の会社データを管理している場合 

１）見積明細自動バックアップを有効化する設定は会社データごとの設定であるため、 

会社データを複数管理している場合は、全ての会社データの[環境設定(バックアップ)]で 

同じ設定を行って下さい。 

２）特定のユーザーが操作している場合だけ自動バックアップを行うという設定は 

できません。 

 

② 初期値について 

１）「明細バックアップ」は「バックアップを実施しない」、「実行間隔」は「15」です。 

 

 

① 

② 
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２．見積入力 明細自動バックアップ 

1) 明細自動バックアップ 

 
明細自動バックアップを実行するパターンは大きく分けて以下の２つです。 

 
① 見積明細を表示した直後から登録が完了するまでの間、[環境設定(バックアップ)]で設定した 

「実行間隔」の時間が経過するたびに実行します。 
なおバックアップ中は入力ができません。 

 
② 以下のツールバーおよびサブツールバーの機能を使用した直後に実行します。 

1) 「見積複写」 
2) 「予算参照」 
3) 「行属性」（明細で直接「行属性」を変更した場合は実行しません） 
4) 「再見積」 
5) 「単価数量変更」 
6) 「見積データ読込」（『見積読込テンプレート』で使用可能） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ナビメニュー：［見積］－［見積入力］ 
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＜注意点＞ 

① 明細自動バックアップを実行しない状況 

１）[見積入力(表紙１)][見積入力(表紙２)][見積入力(見積要項)]を表示している場合は実行し

ません。 

２）[見積入力(明細)]に新規行を除く明細を一行も入力していない場合も実行しません。 

３）明細表示後に明細を編集していない場合も実行しません。 

 

② バックアップファイルの保存先 

１）C:¥Program Files (x86)¥KDW¥DotGenkaNEOClient¥Temp フォルダーです。 

２）どっと原価シリーズ を実行しているコンピューターの上記フォルダーに保存するた

め、リモートデスクトップ接続で利用している場合はサーバーの上記フォルダーに保存

します。 

３）保存先は変更できません。 

 

③ バックアップファイル名の規則 

１）新規作成の見積の場合 

im@会社データ番号_コンピューター名@ログインユーザー名_作成日時.json 

２）既存の見積の場合 

im 見積番号@会社データ番号_コンピューター名@ログインユーザー名_作成日時.json 

３）リモートデスクトップ接続の場合 

コンピューター名は「接続先サーバー名.接続元コンピューター名」になります 
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＜注意点＞ 

④ バックアップファイルの削除 

１）以下のタイミングでバックアップファイルは削除されます 

1. 見積データを登録したとき 

2. 見積データを削除したとき 

3. [見積入力]を閉じたとき 

4. [見積入力]操作中に『どっと原価シリーズ』を閉じたとき 

⚫ 『どっと原価シリーズ』の右上に表示されている「×」をクリック 

⚫ 『どっと原価シリーズ』の左上に表示されている「ﾌｧｲﾙ」→「終了」をクリッ

ク 

5. 登録確認ダイアログで「いいえ」を選択したとき 

（編集中の見積データを破棄したことになるため、編集中のバックアップファイル

を削除します。） 

ただしツールバーで以下の機能を実行した場合、バックアップファイルは残りま

す。 

⚫ 「項目設定」 

⚫ 「出力」 

 

２）削除するバックアップファイルは、以下の内容が一致するバックアップファイルです。 

既存の見積の場合： 

見積番号、会社データ番号、コンピューター名、ユーザー名 

新規の見積の場合： 

 会社データ番号、コンピューター名、ユーザー名 

ただし、[見積入力]で「明細復旧」に使用したバックアップファイルは、削除されませ

ん。不要な場合は、直接削除してください。 
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３．見積入力 明細復旧 

1) 明細復旧について 

 
見積明細を表示した際に、バックアップファイルが存在する場合は、下記のメッセージが表示されます。 

 
＜既存の見積に対してバックアップファイルが残っているときの通知＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜新規作成の見積に対してバックアップファイルが残っているときの通知＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上記のメッセージが表示された見積で、自動保存された明細を復旧する場合は、 
以下の「明細復旧」を使用します。 
「明細復旧」ボタンは、サブツールバー左側の[１]をクリックすると、表示されます。 
 

 
 
＜[見積入力(明細)]-明細復旧＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

ナビメニュー：［見積］－［見積入力］ 



どっと原価シリーズ 

7 

 
「明細復旧」を使用した場合、以下の流れで復旧処理を行います。 

 
＜明細復旧確認ダイアログボックス＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

明細の復旧を行う場合は、「はい」を選択します。 
 
 
 
 

 
＜バックアップファイル確認ダイアログボックス＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「はい」を選択した場合、 
明細自動バックアップで作成したバックアップファイルのうち最終作成日時のファイルを元
に明細を復旧します。 
 

「いいえ」を選択した場合、下図のとおりエクスプローラーガイドが表示され、 
任意に選択したバックアップファイルで処理を続行します。 

 
＜エクスプローラーガイド＞ 
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＜注意点＞ 

① 「明細復旧」が実行できない条件 

１）既存の見積で、明細表示後に一度でも明細を編集した場合は「明細復旧」は 

実行できません。誤って編集した場合は、登録せずに「表示」を実行し、 

編集情報を破棄してください。 

２）新規の見積は「表示」を実行せずに復旧できますが、 

入力済みの明細は全て削除されるため十分に気をつけてください。 

 

② 「明細復旧」に使用できるバックアップファイルについて 

１）新規の見積は、既存の見積のバックアップファイルを元に 

明細を復旧することはできません。 

２）既存の見積も、新規の見積のバックアップファイルや、 

他の既存の見積のバックアップファイルを元に明細を復旧することはできません。 

 

③ 明細復旧後に必要な処理について 

１）明細復旧後はバックアップファイルから明細の状態を戻しただけで、 

保存されていません。 

２）明細を確認し、問題ない場合は「登録」を実行してください。 

 

④ 明細復旧後のバックアップファイルについて 

１）「明細復旧」に使用したバックアップファイルは .used 拡張子に変更され残ります。 

２）ファイル名から .used 拡張子を削除することで 

再度、「明細復旧」に使用することは可能です。 

 

⑤ 明細復旧の進捗率の確認について 

１）復旧する明細の量が多い場合に、復旧処理に時間がかかることがあります。 

そのような場合にどの程度復旧処理が完了しているか、下図のとおり画面上で 

確認できます。 

（あくまで目安であり、100% になった後も表示処理等で多少の待ち時間が 

ございます。） 
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